




DC Dewey, Decimal Ciassifcation. 16th ed. 1958 
UDC 国際十進分類法 節略日本語版 1960 
NDC 日本十進分類法 7版 1961 
EC Cutter, Expansive Classifcation. 1891ー3
SC Brown, Subject Classifcation. 3rd ed. 1941 
BC Bliss, Bibliographic Classification. 1940-53 
CC Ranganathan, Colon Classifcation. 5th ed. 1957 
LC Library of Congress Classifcation. 1902-





















伴って分科研究が深められると同時に，研究対象や方法が複雑 究」（図芯館界 5巻 1号）があり，法律に関しては，石山洋氏



















例 Virginiatax laws, 1924 
(DC) 336. 202675 330 Economics 
336 Public finance 
.2 Taxation 
026 Laws and regulat10ns 
755 Virginia 
(UDC) 351.713:336.2(755) "1924" (094.5) 
あるいは，
336. 2: 351. 713(755) "1924" (094. 5) 
(755)336.2:351. 713 "1924" (094.5) 
(755)(094.5)351.713:336.2 "1924" 
等合計48通りの組合せがある。
(NOC) 345.1 あるいは 328.345
(EC) I-IT 836 H Social Sciences 
HT Public Finance, especialy Taxa-
tion, Public Debts. 
836 Virginia 
? ?
(SC) L907W301.811 L Social Science and political I . 1 分類記号法の条件
















TUD Legislation on Taxation 
bgb Virginia 
(CC) X72:(Z).7317.N24 X Econom1cs 
72 Tax 記号が簡潔性を有することは，特に書架分類において重要であ
(Z) Law る。この点だけからすると，一元的な DCに比較して多面的な 尊
7317 Virginia UDCは由架分類としては不適当といえよう。一般に十進法の
N 1900 to 1999 A.D. 短所としては記号の冗長さが指摘されるが， 十進法の区分力が
N24 1924 アルファベットないしは文字記号に比して劣るので，記号が長
(LC) HJ3351.A3 くなりやすい。 NDCが記号の冗長さを防ぐために，たとえば
〔ただし， 1958年以降は K(In preparation)〕 経済史 330.2を 332とするようなことは， DC屈が長所とし
（科学院）35.56328 て誇る助記性を自ら破るものである。また，6版においてみら
（国会） BU1-V2ー211 B 法令喪料 れた，外国法の地理区分に国語区分を代用するようなことは，
U, United States of America 実に不可解なところである。すなわち，アメリカ合衆国憲法史




た，DC において，すべての二次産業が 338.47 Specifc 














































































たとえば UDC(Britsh Standard 1000 A: 1957)簡略表の宗












する (2)。このような不一致は，根本的にあらゆる主題を 9分 I . 3 助 記性
- 10分するが，総記すなわち形式区分に 1つををてるので， J)J記性とは，共通の記号を用いることによって記憶を助ける





らばこの主題の採択という問題は自ら解決される (3)(4)。解決 分類法の簡易化であり，分類担当者の労力の節約であり ，ある
されるということは，EC, LC, BC, CCなどの混合または文 場合には分類表作成者の自己満足であり，数字の遊戯と思えな
字記号からなる分類表をみれば自明である。これらの分類法の いこともない。その形式主義がかえって記号の冗長を招き，図
主頬としてとり上げられている主題は，十進分類法の場合と異 書の利用を妨げていることのあることを知る必要がある。ここ
なり，いずれを通じても大同小異であるといってよい。この結 で NDCに目をむけてみよう。 NDCの助記性の説明の終りの ＄ 
果からみれば，「基礎は少なくとも 20の主題を準備すべきであ 方に，フ ラソスの記号は5であるが，5は常にフランスに非ず
る」とする Bliss の意見 (5)は正しいとしなければならない。 と祖いてある。 05とあるのは雑誌かと思えば， 日本歴史では
必要性だけからならば， 40とか50の主類をあげることも考えら 江戸時代になっている。経済史は 330.2でなく 332である。


































分に文字を使用していること，および UDCから逆輸入した共 Il . 1 内在する特性
通区分を DCがどう扱っているか，とくにそれの文字代用に言 伝統的図書分類法には，内在している 7つの特性があると
及している事実 (DC,13版, p. 1628)は興味深く感じられる。 Sheraは指摘する m。そしてそれらを列挙していくだけでも，
図書分類が背負わされている限界を引き出すことができるo
Il いわゆる伝統的な図書分類法の問題点 第 1の特性，それは直線的 (linearity)であるということ。
それは，図書の物的形態と図書館建築の性格によって決まる。
分頬記号法の比較検討の次には，主題の扱い方についての検 実際，図書館なるものは，ひと続きの書架の連続であり， 1冊
討 すなわち， (1)どのグループの主題に重点がおかれている lfAIの図書はその線上に特定の場所を占めている。だから，こ
かというウェイト，あるいはバランスの問題と， (2)いかなる順 のような単位の組合せに適用される分類法というものは，当然
｝ヤで20前後の主題をならべるかという排列の問題ーーをした上 その名辞が一直線であることを示すことになろう。 Barbara 
図和念薮母旦兵お心臣毀
Kyleは，社会科学分野の分頬法として， DC,UDC, LC, BC, 
ccを比較し，「複合主題 (AのBに及ぽす影苦という類）の文
献についての用慈が， DCにはほとんどなく， UDCではコロ｀ ノ
の使用（例 ：酋窮の影牌による少年非行 343.195: 339 .12)によ
り， DCよりは盟窪にその用意があるが，そのとり扱い方は幾






















あるものでなければならない (Arrangement of the terms 


















第7の特性は， Ranganathan の無限のもてなし (infinite
hospitality) という言葉で規定されている。彼がこれによって
意味することは，分類法というものは，宇宙のあらゆる構成要






















ある。この ノーテージョ｀ノは分類そのものは別としても事物が 前の図四分類法の 7つの特性から，実は 4つの限界を引き出




って しまう。 ノー テージョソは分類の次に来るのであって，そ ある項目の細分に当たって，観点の相違による各種の分類が可
れが本当なのである。「だから Dewey の最大の失敗は，知識 能である。 この場合，ある規準によるものが実用上断然優位に
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図和念慕祀足兵お心亘翌
（別表）
現在の類標数 Iアルファペット I割り当てられ記 号ているペジ
゜ A 3 1 B 3-
2 C 3+ 
3 {~} 22-
4 (8を見よ ）
5 ｛屑 20 
6 聾｝ 53+ 
7 ｛姜｝ 8 
8および 4 y 3 ， z 2 
??
(Kyle, Barbara, Universal Decimal Classification. 
〔UnescoBull. for Libraries, vol. xv. no. 2, p. 53-69〕）
均衡のためにアルファベットを使用すること」を勧告 し
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Jevons, The principles of Science. London, Mac-
millan, p. 715.) 
⑬ 例を NDC の文学にとってみる。第 1に， 国語区分に
よる各国文学としての区分があり ，次に文学形式の共通
区分として， 1 C詩）， 2 C戯曲），3 C小説 • 物語）等の
区分をもつ。さらに日本文学においては，3 C平安時代）












Ml Shera, op. cit., p. 32. 
